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要   約 

ボリビア共和国（以下「ボ」国）は南米大陸のほぼ中央部に位置する内陸国で、国土面積

は約 109.8 万 km2、人口約 1,002万人（2007 年）、一人当たり GNIは 1,100ドル（世界銀行）

である。農業（大豆、砂糖等）、鉱業産品（亜鉛、錫、天然ガス等）を中心とする一次産品

への依存率が総輸出の 8 割を占め、国際価格の影響を受けやすい経済構造である。 

「ボ」国政府は「国家基礎衛生計画（2000-2010）」を策定し、2004 年時点で 72.3%であっ

た上水道普及率を 2010 年までに 90%に引き上げることを目標に掲げ、上下水道施設の整備

に重点を置いている。 

ポトシ市は、「ボ」国南西端の平均標高 4,000m に位置するポトシ県の県庁所在地で、「ボ」

国で最も貧しい地域の一つである。現在約 15万人の人口を有しているが、周辺農村部等か

らの人口流入により、2020 年代には 20万人以上になる見通しである。 

ポトシ市の水道事業は、本件実施機関であるポトシ市上下水道公社（AAPOS）が実施してお

り、ポトシ市の人口の増加、居住地の広がりを加味した 2006 年の給水率は約 81％と推定さ

れ、給水原単位は給水量ベースで 138ℓ/人日である（「ボ」国の原単位水量の基準では、ポ

トシ市は 150ℓ/人日に設定されている）。 

ポトシ市の配水系統はカリカリ系とリオ・サンファン系に二分される。このうち、カリカ

リ系は、ドイツ復興金融公庫（KfW）の融資を得て、150ℓ/秒の処理能力を有する浄水場を含

む水道施設を建設中で 2008年中に完成する予定となっており、このプロジェクト完成後は

カリカリ系では安全な水の供給が確保されると考えられる。 

これに対して、サンファン川を水源とするリオ・サンファン系は、米州開発銀行（BID）の

資金協力により、2000 年に約 51km の導水管と配水池が整備された。しかしながら、リオ・

サンファン系には浄水場が整備されておらず、サンファン川の水は未処理で給水されてい

るのが現状であり、激しい降雨後には水源の濁度上昇により給水停止、高濁度での給水を

余儀なくされている。また、導水管についても、周辺の不安定な地盤や雨水排水路の未整

備のため基礎の洗掘、落石等があり、導水管事故のため長期断水のリスクをかかえている

といえる。これらのことから「ボ」国政府は、リオ・サンファン系の上水道施設改善計画

を策定し、2004 年 3月に、我が国に改善計画実施のための無償資金協力を要請した。 

本要請を受け、我が国は 2007 年 10 月から 11 月に予備調査を実施した結果、原水水質に問

題があることに加え、導水管の防護および補修の緊急性が高いことが確認された。確認さ

れた要請内容は、下記のとおりである。 

• リオ・サンファン浄水場の建設（浄水能力：175 ℓ/秒） 

• 取水・導水施設の改修 

（取水施設の改修：1箇所、導水管路の基礎部分の改修・建設：約 51km） 

• 水質検査用機器の調達（日常の運転管理に必要な水質検査用機器） 

以上を踏まえ、日本政府は基本設計調査の実施を決定し、独立行政法人国際協力機構は 2008

年 4 月 16 日から 5 月 30 日まで基本設計調査団を現地に派遣し、「ボ」国関係者と協議を

行うとともに現地調査を実施した。調査団は帰国後の国内解析により基本設計概要書を作

成し 2008年 10 月 16 日から 27 日まで現地での説明・協議を行い、その結果をもとに本報

告書をまとめた。報告書の概要は以下のとおりである。 

本プロジェクトでは現在浄水処理の行われていない、リオ・サンファン系に浄水場を建設

し、補修の緊急性の高い取水施設、導水管路の改修を行う。 

計画の基本方針は以下に示すとおりである。 
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• 設計基準 

「ボ」国の水道水質基準を満足する水質を確保するために、「ボ」国の水道施設設計

技術指針（Reglamento Técnico deEstudios y Parámetros Básicos para Sistema de 

Agua Potable: NB689)および必要に応じて「日本水道施設設計指針、2000 年」に準拠

した施設設計を行う。 

• リオ・サンファン浄水場計画浄水量 

要請では基礎衛生局（Superintendencia de Saneamiento Básico：SISAB）とのコン

セッション契約が 2008 年中に変更され、取水権が現行の 150ℓ/秒から 175 ℓ/秒に増

量されることを前提に、リオ・サンファン浄水場の計画浄水量を 175ℓ/秒としていた。 

しかしながら、175ℓ/秒の導水管流下能力に対する技術的な裏づけはなく、実際には

導水管流下能力は 160ℓ/秒であることが明らかになった。このため、現行取水量を

175ℓ/秒に変更することは不可能であり、また、確認された流下能力 160ℓ/秒への変更

にも手続き上困難が伴うことが予想されるため、現時点における取水権である 150ℓ/

秒を計画浄水量とする。 

• リオ・サンファン浄水場浄水処理方式 

リオ・サンファン系の原水は清澄で雨が降らない限り水質基準を十分満足する水質で

あるが、雨期を中心に降雨時に数日に渡って濁度が「ボ」国の水質基準（5NTU）を上

回ることが、予備調査以降 AAPOS によって行われた水質測定で確認された。また、処

理が必要な高濁度発生の確率を統計的に評価し、濁度が「ボ」国基準の 5NTU を越え

る日が 2004 年から 2007 年の推定値の平均で 131 日（36％）に達し、濁度除去のため

の浄水処理が必要なことが確認された。一方、濁度の以外の水質項目については予備

調査、本基本設計での水質調査では有害物質、有毒物質が存在しなかったこと、取水

点の流域にほとんど人為活動が存在しないため、こうした物質が原水に含有される可

能性はきわめて低いと考えられることから、特殊な浄水処理は必要なく、通常の浄水

処理、すなわち、ろ過による濁質の除去、塩素による消毒を適用することとする。 

ろ過処理の方式としては、急速ろ過方式、緩速ろ過方式の 2つの方法が適用可能と考

えられるが、原水水質、経済性、必要面積、造成規模等の条件を考慮して採用する方

式を決定するものとする。 

• 取水口の改修方針 

サンファン川の取水施設については、要請内容および現場踏査結果より、機能の保持、

維持管理性、安全性を考慮してゲートの改修、沈砂池、調整池のバイパス管の設置、

調整池周囲の水漏れの補修、ドレーン管の改修、左岸の落石防護等、既存施設の機能

を維持する補修を行うものとする。 

• 導水管の改修方針 

本設計調査では 140箇所の危険箇所を特定した。これらのすべての箇所が今後致命的

な被害を受け導水管機能を損なうわけではなく、本プロジェクトですべての改修を行

い、恒久的に導水管路の安全性を確保することは技術的にも、事業費の点でも困難で

あり、AAPOS が維持管理の一環として、導水管路の監視、被害箇所の特定、適切な改

修工事を続けていくことが必要となる。したがって、本プロジェクトではすでに顕著

な崩壊、洗掘が起こり導水管機能に支障をきたす可能性のある箇所、あるいは大きな

被害の起こる可能性のあるリスクの高い箇所を対象に工事を行うこととする。 
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• 排泥チャンバーの整備 

調査の過程で導水管路上の排泥チャンバーが十分に機能していないことが判明した。

排泥チャンバーの整備は要請には含まれていなかったが、管内に堆積した土砂が既存

の導水管の能力を低下させていると判断され 、このまま放置すれば建設するリオ・

サンファン浄水場の計画処理水量を確保できない可能性が高いため本プロジェクト

で排泥チャンバーの整備を行うこととする。 

• 水質検査用機器 

本プロジェクトで供与する分析機器は浄水場運転管理に必要な水質項目を測定する

ものに限定することとし、浄水場備品として整備する。 

• ソフトコンポーネント 

「浄水場運転維持管理」、「導水管維持管理」についての技術移転をソフトコンポーネ

ントとして実施することとする。 

本プロジェクトの概要は下表のとおりである。 

プロジェクトの概要 

区    分 工事/項目 概         要 

浄水場の建設 計画浄水量 150ℓ/秒 

着水井 1池 

混和地 2池 

フロック形成地 2池 

沈澱池 2池 

急速ろ過池 4池 

洗浄排水池 1池 

凝集剤注入設備 1式 

塩素注入設備 1式 

水質検査用機器の整備 1式 

取水施設の改修 1式 ・ ゲート交換 

・ バイパス管設置 

・ 漏水修理 

・ ドレーン管拡張 

・ 落石防護柵設置 

導水管保護  28箇所 ・ 水路防護 

・ 河床防護 

・ 管路防護 

・ 管基礎の新設 

・ 補修 

・ 法面保護 

施設建設 

導水管改修 

排泥チャンバー等の改修  

 39箇所 

・ 洗掘補強 

・ 排水管設置 

・ 排水ピット設置 

・ マンホール蓋設置 

・ 漏水補修 

浄水場運転維持管理 ソフトコンポーネント 

導水管維持管理 

本プロジェクトを実施することにより、直接効果として、以下の事項が期待できる。 

• ポトシ市の人口約 17万人（2008年）の内、約 7万人（2008年）に給水するリオ・

サンファン配水系統において常時水質基準を満たした安全な水が安定的に供給

される。 
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• 水源から配水池までの約 51km の導水管は、斜面崩壊および降雨時の流水による

土壌侵食の被害を受けやすく、長期間（1 ヶ月以上）の断水事故を起こす可能性

が高い地点が２５カ所あるが、本プロジェクトにおいて改修を行うことにより、

断水事故の発生を防止することができる。 

• リオ・サンファン浄水場の運転には固有のノウハウが必要とされるが、ソフトコ

ンポーネントによりその技術移転を図ることにより、濁度変動に応じた凝集剤の

注入管理、ろ過池運転管理が可能となる。また、導水管については土砂災害の可

能性を予見する予防的な監視、防護計画に関する技術をソフトコンポーネントに

より移転することにより導水管事故を予防できる。 

また、間接効果としては、安全な水が安定して給水され、断水リスクが減少することによ

り衛生状態、生活環境の改善が期待できる。 

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に必要となる概算事業費は 13.43億円(日

本側負担事業費: 13.40 億円、｢ボ｣国側負担事業費:0.03 億円)と見積もられ、日本側負担

事業費の内訳は下表に示すとおりである。 

日本側負担費用総括表 

概算総事業費  約 1,340百万円 

費目 概算事業費（百万円） 

リオ・サンファン浄水場建設工

事 

沈澱池、ろ過池、洗浄排水池、

機械電気設備等 
673 

施 

 

設 

 

取水口・導水管路改修工事 ゲート交換、法面保護工事、

管路保護工、洗掘防止工事、

排泥管設置工事等 

514 

1,187

実施設計・施工/調達監理・技術指導、ソフトコンポーネント  153

 

なお、上記概算事業費は、即交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

本プロジェクトはＡ型国債で実施し、工期は詳細設計、入札期間も含めて 28ヶ月である。 

本プロジェクトは、浄水施設がなく水質基準を満足していないリオ・サンファン系に水質

基準を満たした安全な飲料水を安定して供給し、衛生状況、生活環境の向上に寄与しする

ことを目的として、リオ・サンファン浄水場を建設し、取水口および導水管の改修を行う

ものである。対象区域内であるリオ・サンファン系の給水人口 73,586 人（2008 年推定人口）

が便益を受ける。 

なお、本プロジェクトにより建設される浄水場、改修される取水施設・導水管施設は AAPOS

によって維持管理されることとなるが、建設時の引き渡しに加えて、浄水場運転維持管理、

導水管維持管理のソフトコンポーネントによるサポートを行えば、維持管理を行う能力は

十分有している。環境に関する観点からも特に問題となることもない。 

以上より、本プロジェクトは我が国の無償資金協力による協力対象事業として妥当なもの

であるといえる。 
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を中心として資源ナショナリズム的政策を展開している。特に 2006 年 5月の「炭化水素資

源国有化」に係る大統領令（国家管理の強化、主要操業企業の株式過半数取得、企業と「ボ」

国政府の収益配分の見通し等）発出およびこれに伴うガス輸出価格大幅引き上げの意図表

明は内外の大きな波紋を呼んだ。その他、鉱業部門や農地の扱いについても新政策の導入

が行われつつある。 

民族構成はインディオ 55％、混血 32％、ヨーロッパ系 13％である。言語はスペイン語が公

用語であるが、ケチュア語、アイマラ語も話される。宗教はカトリックが国教で国民の 90％

以上を占める。 

行政区分としては、9つの県からなる。首都はラパス（憲法上の首都はスクレ）でラパス県

に位置する。調査対象地域はポトシ市の西部に位置し、ポトシ市はポトシ県北東部に位置

する。 

1.2 無償資金協力要請の背景･経緯および概要 

2007 年 11 月の予備調査で確認され、本基本設計調査の現地調査で確認された内容は表  1.2

のとおりであった。 

表  1.2 要請内容 

項   目 予備調査要請内容 基本設計調査の検討結果 

リオ・サンファン

浄水場の建設 

 

� 浄水能力：175ℓ/秒 

� 処理方式については検

討 

� 現況取水権水量より150ℓ/秒とする。 

� 浄水方式は急速ろ過方式とする 

 

� 取水施設の改修：1箇所

 

 

� 改修工事内容を以下のとおりとする。

• 流入ゲートの交換。 

• 調整池清掃用のバイパス管の設置。 

• 沈砂池および調整池の水漏れの補修。

• 調整池のドレーン管の改良。 

• 左岸側斜面の落石保護工。 

施設建設 

取水・導水施設の

改修 

 

� 導水管路の基礎部分の

改修・建設：約51km 

� 特定された損傷箇所を損傷の危険性、

緊急性を勘案した危険度ランクで分類
した結果、以下の方針で改修工事を施

工する。 

• 一番危険度の高い「ランク3」の25箇

所を本プロジェクトの対象とする。 

• 「ランク2」21 箇所のうち 3 箇所につ

いては、保護工施工の技術移転を図る

ために、本プロジェクトで実施する。

• 「ランク1」については、AAPOSが監視
を続け問題が起こった時点で修復を行

う。 

� 排泥チャンバーおよび空気弁室を整備

する。 

機材調達 

 

水質検査用機器

の調達 

� リオ・サンファン浄水

場の日常の運転管理に

必要な水質検査用機器

� 浄水場維持管理に必要な下記の機器を

浄水場の設備として整備する。 

• 濁度計（携帯型）  １式 

• 色度計（携帯型）  １式 

• pH計（携帯型）  １式 

• 電気伝導道計（携帯型） １式 

• 残留塩素計（携帯型）   １式 

• ジャーテスター  １式 

ソフトコン

ポーネント 

浄水場運転維持

管理、導水管維持

－ � 浄水場運転維持管理、導水管維持管理

に関するソフトコンポーネントを行
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第1章 プロジェクトの背景･経緯 

1.1 当該セクターの現状と課題 

1.1.1 現状と課題 

ボリビア共和国（以下「ボ」国）は南米大陸のほぼ中央部に位置する内陸国で、国土面積

は約 109.8 万 km2、人口約 1,002万人（2007 年）、一人当たり GNIは 1,100ドル（世界銀行）

である。農業（大豆、砂糖等）、鉱業産品（亜鉛、錫、天然ガス等）を中心とする一次産品

への依存率が総輸出の 8 割を占め、国際価格の影響を受けやすい経済構造である。 

「ボ」国政府は「国家基礎衛生計画（2000-2010）」を策定し、2004 年時点で 72.3%であっ

た上水道普及率を 2010 年までに 90%に引き上げることを目標に掲げ、上下水道施設の整備

に重点を置いている。 

ポトシ市は、「ボ」国南西端の平均標高 4,000m に位置するポトシ県の県庁所在地で、「ボ」

国で最も貧しい地域の一つである。現在約 15万人の人口を有しているが、周辺農村部等か

らの人口流入により、2020 年代には 20万人以上になる見通しである。 

ポトシ市の水道事業は、本件実施機関であるポトシ市上下水道公社（AAPOS）が実施してお

り、ポトシ市の人口の増加、居住地の広がりを加味した 2006 年の給水率は約 81％と推定さ

れ、給水原単位は給水量ベースで 138ℓ/人日である（「ボ」国の原単位水量の基準では、ポ

トシ市は 150ℓ/人日に設定されている）。 

ポトシ市の配水系統はカリカリ系とリオ・サンファン系に二分される。このうち、カリカ

リ系は、ドイツ復興金融公庫（KfW）の融資を得て、150ℓ/秒の処理能力を有する浄水場を含

む水道施設が 2008年中に完成する予定である。このプロジェクト完成後はカリカリ系では

安全な水の供給が確保されることになる。 

一方、本件要請に関わるリオ・サンファン系は、2000 年に米州開発銀行の資金協力により、

サンファン川を水源とし、約 51km の導水管と配水管網が整備された。しかしながら、リオ・

サンファン系には浄水場が整備されておらず、サンファン川の水は未処理で給水されてい

るのが現状であり、降雨後には水源の濁度上昇により給水停止、基準を超える濁度での給

水を余儀なくされている。 

したがって、安全な水を供給するという観点に立てば、安全な水の供給を受けるのはカリ

カリ系のみとなり、ポトシ市全体としては給水普及率は 54％にとどまることになり、リオ・

サンファン系での浄水場建設は急務である。 

また、リオ・サンファン系の水源はポトシ市より約 50km の山中にあり、導水管は地形上ほ

とんどの部分で植生が貧弱な風化凝灰岩質の崩壊しやすい斜面の中腹を横断して埋設され

ているため、斜面崩壊および降雨時の流水による浸食を受けやすい状況にある。2000 年の

供用開始以来多くの箇所で侵食、崩壊が進み、導水管破損による断水が数回起こっている

が、このまま放置されれば致命的な被害を受け、導水管事故による数ヶ月に及ぶ断水のリ

スクを抱えているといえる。 

このように、ポトシ市の上水道整備においては、リオ・サンファン系の浄水場を整備し、

導水管の改修を行うことが課題となっている。 

1.1.2 開発計画 

(１) 国家開発計画 

モラレス政権による国家開発計画は、次に示す 4 つの柱に基づき、ボリビア国民の「快適

に生きる（vivir bien）」を目指している。 
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• 尊厳のあるボリビア（Bolivia Digna） 

• 生産的なボリビア（Bolivia Productiva） 

• 自主独立のボリビア（Bolivia Soberana） 

• 民主的なボリビア（Bolivia Democratica） 

(２) 上水道に関する上位計画 

本プロジェクトの上位計画として以下の計画が挙げられる。 

• 国家基礎衛生計画（Plan Nacional de Saneamiento Básico 2001-2010）、基礎衛

生管理局、2001 年 

• 上下水道整備戦略計画（Plan Estrategico de Desarrollo de los Agua Potable 

y Alcatrillado para Obras Sanitarias de Potosí)、AAPOS、2000 年（2002 年見

直しが行なわれた。） 

• 「ボ」国飲料水基準（NB512, Agua Potable Requisitos), Octobre 2004, Instituto 

Boliniano de Normalización y Calidad 

国家基礎衛生計画は「ボ」国全体にかかる整備目標を設定し、2010 年を目標として都市部、

村落部別に上下水道の整備目標を示している。ポトシ市は都市部であるので、給水普及率

は 2000 年に 90％、2010 年には 96％とすることが目標となる。 

上下水道整備戦略計画は AAPOS が 2025 年を目標として上下水道整備の諸指標を示している。

表  1.1 に同戦略計画の水道整備に係る主要な整備指標を示す。本戦略計画によれば、2010

年の給水普及率の目標は 95.6%と設定され国家基礎衛生計画の目標とほぼ一致している。現

状の給水普及率は 2006 年時点で 94.5％といわれているので、普及率の達成の可能性は高い

といえる。しかしながら、表  1.1 の生産量をみると 2007 年以降 305ℓ/秒で一定で、普及率

増加および人口増加に伴う需要量の増加に対応していない。 

「ボ」国飲料水基準は水道水の安全、快適性を確保するための基準で、給水事業により給

水される水はすべてこの基準を満足することが要求される。リオ・サンファン配水系統で

は浄水処理が行なわれていないため、降雨時には濁度が基準値（5 NTU)を越え、飲料水と

しての安全性が確保されているとはいい難い。現状の給水普及率は 2006 年時点で 94.5％と

いわれているが、安全な水の給水という観点に立てば給水普及率 54%に過ぎないことになる。 

表  1.1 AAPOS の上下水道整備戦略計画の主要な指標 

指  標 2002 年 2007 年 2010 年 2015 年 2020 年 2025 年 

ポトシ市人口（人） 135,445 148,554 157,020 173,175 187,549 203,117

接続数 20,038 24,866 27,125 31,040 34,100 36,930

給水人口（人） 112,167 138,046 150,066 170,975 187,549 203,117

給水普及率（％） 82.8 92.9 95.6 98.7 100.0 100.0

生産量（ℓ/秒） 210 305 305 305 305 305

水需要量（ℓ/秒） 358 421 440 474 500 527

Source: Plan Estrategico de Desarrollo de los Agua Potable y Alcatrillado para Obras Sanitarias 
de Potosí, AAPOS, 2000 



 

1-3 

1.1.3 社会経済状況 

「ボ」国は、1982 年に民政移管を達成した後、民主化・市場経済化に向けた改革を推進し

てきたが、近年、市場経済化に伴う貧困や貧富の格差問題の悪化を背景として、先住民を

中心とする反政府運動が頻発化した。 

2003 年 10 月、政府による対米天然ガス輸出計画の推進を機に、これに反発する先住民団体

を中心とする暴動が発生し、サンチェス・デ・ロサダ大統領は退陣に追い込まれた。副大

統領から繰り上がり就任したメサ大統領（当時）は、天然ガス輸出政策に関する国民投票

の実施、緊縮財政政策の実施等、各種改革に努めた。しかしながら、より資源ナショナリ

スト的な要求を掲げ、貧しい先住民層を中心とする西部地域住民と、豊富な資源を有し、

地方自治の強化を求める東部白人系住民との対立が深まり、再度国内道路封鎖等の抗議行

動が過激化し、2005 年 6 月、メサ大統領は辞任した。同大統領の辞任を受け、憲法上第 3

位の継承権を有するロドリゲス最高裁長官が繰り上がり大統領に就任した。 

ロドリゲス政権の下、大統領選を含む総選挙の前倒し実施が決定され、2005 年 12 月 18日、

全国において総選挙が実施された。大統領選の結果、左派先住民指導者のエボ・モラレス

社会主義運動党（MAS）候補が、保守派のキロガ民主社会勢力（PODEMOS）候補を押さえ、

53.7％の票を獲得して当選し、2006 年 1月 22 日に大統領に就任した。 

モラレス大統領は、貧富格差の是正、先住民の権利拡大を掲げ、憲法改正の実現を目指し

ている。また、米国主導の麻薬撲滅政策や急速な経済自由化に強く反対し、天然資源によ

る収益のボリビア国民への一層の還元を従来より主張、2006 年 5月には、炭化水素資源（天

然ガスが中心）の「国有化」に係わる大統領令を発出した。その他にも、鉱業法の改正、

農地改革、最低賃金の上昇、労働者に有利な同制度の整備等を推進しつつあり、今後の動

向が注目される。 

近隣諸国および米国をはじめとする先進諸国との関係強化が従来「ボ」国外交の基本であっ

たが、モラレス政権の下、対米関係、地域統合等に関し路線変更傾向（FTAA への消極的対

応、ベネズエラやキューバへの接近）が見られる。特に対米関係は、麻薬対策が基軸となっ

ているが、モラレス政権下のコカ葉栽培の合法化問題、FTA交渉、アンデス貿易促進・麻薬

根絶法（ATPDEA）による関税優遇措置の扱いを巡り、微妙な状況が続いている。チリとの

間には領土問題があり外交関係はない（領事関係のみ）。特に、本年 9 月には、「ボ」国は

駐ボリビア米国大使に対しペルソナ・ノン・グラータを宣言し、米国はこれに伴い「ボ」

国に対する ATPDEA の適用を停止している。 

「ボ」国は、農業（大豆、砂糖等）、鉱業産品（亜鉛、錫、天然ガス等）を中心とする一次

産品への依存率が総輸出の 8 割を占め、国際価格の影響を受けやすい経済構造となっている。 

1985 年から新経済政策を導入し構造調整を推進した結果、比較的安定した経済成長を保っ

ていたが、近年新自由主義に基づく改革の影響を受け、富の偏在、失業問題等が深刻化し

ている。 

1999年以降の麻薬抜根政策によるインフォーマルセクターへの影響もあり、「ボ」国は深刻

な経済難に直面し、2001 年には「拡大 HIPC（重債務貧困国）イニシアティブ」の適用を受

けた。2004 年は IMF との合意により、新税導入および緊縮財政による財政赤字の削減を実

現した。 

財政難の打開のため、天然ガスの対米輸出を推進しようとする政府に対し、天然ガス収入

が国民の大半に裨益していないとして、先住民団体を中心とした反発を招き、2003 年 10 月

には暴動に発展するに至った。かかる動きを受け、議会は、2005 年 5 月、天然ガス関係外

資企業に対し、より高率の税を課す新法を採択した。 

モラレス新政権は、資源収入のボリビア国民へのより多くの還元を強く主張し、天然ガス
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を中心として資源ナショナリズム的政策を展開している。特に 2006 年 5月の「炭化水素資

源国有化」に係る大統領令（国家管理の強化、主要操業企業の株式過半数取得、企業と「ボ」

国政府の収益配分の見通し等）発出およびこれに伴うガス輸出価格大幅引き上げの意図表

明は内外の大きな波紋を呼んだ。その他、鉱業部門や農地の扱いについても新政策の導入

が行われつつある。 

民族構成はインディオ 55％、混血 32％、ヨーロッパ系 13％である。言語はスペイン語が公

用語であるが、ケチュア語、アイマラ語も話される。宗教はカトリックが国教で国民の 90％

以上を占める。 

行政区分としては、9つの県からなる。首都はラパス（憲法上の首都はスクレ）でラパス県

に位置する。調査対象地域はポトシ市の西部に位置し、ポトシ市はポトシ県北東部に位置

する。 

1.2 無償資金協力要請の背景･経緯および概要 

2007 年 11 月の予備調査で確認され、本基本設計調査の現地調査で確認された内容は表  1.2

のとおりであった。 

表  1.2 要請内容 

項   目 予備調査要請内容 基本設計調査の検討結果 

リオ・サンファン

浄水場の建設 

 

� 浄水能力：175ℓ/秒 

� 処理方式については検

討 

� 現況取水権水量より150ℓ/秒とする。 

� 浄水方式は急速ろ過方式とする 

 

� 取水施設の改修：1箇所

 

 

� 改修工事内容を以下のとおりとする。

• 流入ゲートの交換。 

• 調整池清掃用のバイパス管の設置。 

• 沈砂池および調整池の水漏れの補修。

• 調整池のドレーン管の改良。 

• 左岸側斜面の落石保護工。 

施設建設 

取水・導水施設の

改修 

 

� 導水管路の基礎部分の

改修・建設：約51km 

� 特定された損傷箇所を損傷の危険性、

緊急性を勘案した危険度ランクで分類
した結果、以下の方針で改修工事を施

工する。 

• 一番危険度の高い「ランク3」の25箇

所を本プロジェクトの対象とする。 

• 「ランク2」21 箇所のうち 3 箇所につ

いては、保護工施工の技術移転を図る

ために、本プロジェクトで実施する。

• 「ランク1」については、AAPOSが監視
を続け問題が起こった時点で修復を行

う。 

� 排泥チャンバーおよび空気弁室を整備

する。 

機材調達 

 

水質検査用機器

の調達 

� リオ・サンファン浄水

場の日常の運転管理に

必要な水質検査用機器

� 浄水場維持管理に必要な下記の機器を

浄水場の設備として整備する。 

• 濁度計（携帯型）  １式 

• 色度計（携帯型）  １式 

• pH計（携帯型）  １式 

• 電気伝導道計（携帯型） １式 

• 残留塩素計（携帯型）   １式 

• ジャーテスター  １式 

ソフトコン

ポーネント 

浄水場運転維持

管理、導水管維持

－ � 浄水場運転維持管理、導水管維持管理

に関するソフトコンポーネントを行
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管理に関するソ

フトコンポーネ

ント 

う。 

 

リオ・サンファン浄水場の計画浄水量は要請では 175ℓ/秒となっていたが、基本設計調査の

検討結果より、150ℓ/秒とした。また、機材調達として要請されていた水質検査用機器につ

いては浄水場の備品として整備することとした。さらに、基本設計調査結果より、浄水場

運転維持管理、導水管維持管理に関するソフトコンポーネントを実施することとした。 

1.3 我が国の援助動向 

1.3.1 援助方針 

平成 19年 7月の「対ボリビア国別援助計画（第一次案）」によれば、我が国の「ボ」国に

対する援助方針は以下のとおりである。 

対「ボ」国援助においては、①貧困削減のための社会開発支援、②持続的経済成長のため

の支援を 2 つの柱とし、「国家開発計画」に沿って実施し、同国が主体的に開発課題を解

決し、人間の安全保障を実現していくことを援助するものとしている。 

援助のアプローチとしては、無償資協力、技術協力、円借款（ただし、2004 年、2006 に債

権放棄を行ったため、2007 年 7 月現在新規案件の検討は行っていない。）および国際機関

への出資等様々なスキームを活かし、限られた資金・人的資源で最大限の効果を上げるよ

うスキームの連携促進を重視する。 

また、「ボ」国ではモラレス政権誕生後多くのドナーの援助計画策定に遅れがあったが、

2006 年末以降、援助協調が再度活発化してきた。こうした背景から、案件形成の段階から

援助協調を念頭に置く必要がある。援助協調の効果発現に最善を尽くす一方で、日本の存

在感を示す援助を引き続き実施すること、即ち、我が国の援助の有効性が、ボリビア国民

や政府、我が国国民、他のドナー等により明確に理解・認識されることも重要である。 我

が国援助の有効性を確保するためには、「ボ」国のオーナーシップを尊重した適切な支援

を行うこととし、加えて、人と人の交流を通じ、「開発の担い手」である「ボ」国の人々、

同国政府機関等関係組織の能力強化・向上を積極的に行い、援助の効果を浸透させること

が重要である。 

また、ドナー社会において、我が国援助の基本方針を明確にするとともに、我が国が優位

性を有する分野や対象地域等を早期に具体的に提示し、我が国援助の特質を活かすことも

必要である。この観点から、他ドナーとの意見交換を日頃から密にし、我が国の援助に対

する理解を促進することが必要である。 

援助アプローチの具体化する案件形成にあたっては、①社会開発、②生産性向上、③制度・

ガバナンス支援の 3 点を重点分野とし、スキームの連携、国際機関のマルチ協力に配慮す

るものとしている。 

重点分野の一つ「社会開発」では、教育、保険・医療、水と衛生、地方道路および地方電

化、灌漑等が案件形成対象とされている。 

したがって、本プロジェクトは、援助方針の重点分野の一つである社会開発の「水と衛生」

分野に位置づけられる水道整備計画であること、KfW（ドイツ復興金融公庫）の支援してい

るポトシ市上水道改善プロジェクトによるカリカリ系の施設整備と地域分担をしてポトシ

市全体の水道整備を達成することから重点分野、援助アプローチの点で援助方針に合致し

たものといえる。 
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(１) 社会開発 

我が国は、ボリビア国民の生活向上の観点から、これまで教育の質向上やリプロダクティ

ブヘルス向上、安全な飲料水供給を通じた基礎衛生改善、貧困農民の生計維持などの協力を

実施している。 

• 教育の質の向上 

• 地域保健医療ネットワークの強化 

• 貧困地域への飲料水供給 

• 障害者支援 

• 先住民貧困層を中心とした生計維持 

(２) 生産性向上 

本分野において、我が国は伝統的に開発または確立された技術を地域に普及し、地方開発

の観点から農業分野の生産性向上を図ると共に、道路網等のインフラの整備を通じた社会

経済活動を促進している。 

• 生産連鎖/地域経済開発 

• 運輸交通網整備 

(３) 制度・ガバナンス支援 

世界銀行貧困評価および UNDP 人間開発報告書では、貧困削減のためには不平等性の緩和、

社会の安定化、制度・政策の適正化が重要であるとされている。このため、我が国は、「人

間の安全保障」という協力の枠組みの下、当国開発計画が実践されるよう、制度・政策面

への支援を行っている。 

• 新国家開発計画実施支援 

• 地方行政強化 

1.3.2 援助実績 

(１) 総論 

2006 年度の「ボ」国に対する無償資金協力は 31.85 億円（交換公文ベース）、技術協力は

17.32億円（JICA 実績ベース）であった。2006 年度までの援助実績は、円借款 470.26億円、

債務免除約607.77億円、無償資金協力 814.61億円（以上、交換公文ベース）、技術協力599.21

億円（JICA 経費実績ベース）である。 

(２) 無償資金協力 

「地方道路拡充機材整備計画」等計 4件の一般プロジェクト無償資金協力、8億円のノンプ

ロジェクト一般無償資金協力、「小児病院医療機材整備計画」等、医療・保健、教育研究、

民政環境等の各分野に関する計 26件の草の根・人間の安全保障無償資金協力を実施した。 

(３) 技術協力 

保健・医療等多岐にわたる分野において 240 名の研究員を新規に受け入れた。また、22 名

の専門家、45 名の JOCV、3 名のシニア海外ボランティア等をアラタに派遣した。また、技

術協力プロジェクトとして「生命の水プロジェクト」等を実施した。また、「主要国道道路

災害予防調査」および「ベニ県およびバンド兼における村落地域飲料水供給計画調査」計 2
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件の開発調査を実施している。 
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表  1.3 「ボ」国に対する我が国の援助実績 

年 度 円借款 無償資金協力 技術協力 

2001年度 
までの累計 

470.26億円 677.83億円  
研修員受入 
専門家派遣 
調査団派遣 
機材供与 
協力隊派遣 
その他ボラン
ティア  

491.04億円 
2,258人 
866人 

2,052人 
7,294.49百万円 

533人 
31人 

 

2002年 なし  21.27 億円
サンタクルス北西部地方道路整備計画（国債3/3） 
 (11.11)
コチャバンバ母子医療システム強化計画（国債1/2）
 (2.31)
日ボリビア文化会館に対する音響・照明機材供与 
 (0.04)
食糧増産援助 (4.20)
草の根無償（58件） (3.61) 

 
研修員受入 
専門家派遣 
調査団派遣 
機材供与 
留学生受入 
(協力隊派遣)
(その他ボラ
ンティア)  

24.69億円 
563人 
46人 
74人 

194.06百万円 
25人 

 
 
 

(24.01億円)
(552人)
(46人)
(74人)

(194.06百万円)

(32人)
(23人)

2003年 債務免除 
(533.79) 

38.87 億円
コチャバンバ母子医療システム強化計画（国債2/2）
 (16.05)
第三次地方地下水開発計画 (9.65)
セクター・プログラム無償資金協力 (5.00)
食糧増産援助 (4.00)
ボリビア国営放送局に対する番組ソフト供与 (0.30)
ラパス県柔道連盟に対する柔道畳供与 (0.02)
草の根・人間の安全保障無償（50件） (3.85) 

 
研修員受入 
専門家派遣 
調査団派遣 
機材供与 
留学生受入 
(協力隊派遣) 
(その他ボラ
ンティア)  

24.73億円 
608人 
40人 
36人 

234.6百万円 
30人 

 

(24.03億円)
(598人)
(35人)
(36人)

(234.6百万円)

(48人)
(18人)

2004年 なし  13.49 億円
日本・ボリビア友好橋改修計画（詳細設計） (0.23)
セクター・プログラム無償資金協力 (10.00)
草の根・人間の安全保障無償（50件） (3.26) 

 
研修員受入 
専門家派遣 
調査団派遣 
機材供与 
留学生受入 
(協力隊遣) 
(その他ボラ
ンティア)  

24.23億円 
532人 
30人 
83人 

164.63百万円 
34人 

 
 

(23.64億円)
(520人)
(29人)
(83人)

(164.6 3百万円)

(45人)
(2人)

2005年 債務免除 
(73.98) 

31.31 億円
日本・ボリビア友好橋改修計画（国債1/2） (1.51) 
ラパス県村落開発機材整備計画 (6.83)
ベニ県南部地域医療保健施設改善計画 (8.47) 
セクター・プログラム無償資金協力 (8.00)
貧困農民支援 (2.50)
タリハ県国立天文台に対するプラネタリウム機材供与 
 (0.50)
草の根・人間の安全保障無償（48件） (3.50) 

 
研修員受入 
専門家派遣 
調査団派遣 
機材供与 
協力隊派遣 
（その他ボラ
ンティア） 

 19.16 億円
88 7人

27人
51人

195.10百万円
26人
6人

2006年 なし 31.85 億円
日本・ボリビア友好橋改修計画（国債2/2） (2.00) 
コチャバンバ県灌漑施設改修計画（国債1/2） (3.10)
医療品供給センター整備計画 (7.61) 
地方道路拡充機材整備計画 (9.00)
ノン・プロジェクト無償 (8.00)
緊急無償（ボリビアにおける集中豪雨に対する緊急無
償資金協力） (0.22)
草の根・人間の安全保障無償（26件） (1.92) 

 
研修員受入 
専門家派遣 
調査団派遣 
機材供与 
協力隊派遣 
その他ボラン
ティア 

 17.32 億円
 240人
22人
79人

121.50百万円
45人
3人

 599.21億円

研修員受入 5,055人

専門家派遣 1,025人

調査団派遣 2,375人

機材供与  8,204.38百万円

協力隊派遣 729人

2006年度 
までの累計 

470.26億円 814.61億円

その他ボラン
ティア 

101人
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1.4 他ドナーの援助動向 

他ドナーによる AAPOS 関連のプロジェクトは表  1.4 に示すとおりである。 

表  1.4 他のドナーによる AAPOS 関連プロジェクト 

(単位：千 US$) 

実施 

年度 
機関名 案件名 金額 

援助

形態
概 要 

1984 年～

1999 年 

米州開発 

銀行（BID） 

リオ・サンファン

導水管プロジェク

ト 

1,200 有償 サンファン川取水点から

リオ・サンファン配水池ま

での導水管建設。 

2002 年～ ドイツ復

興金融公

庫（KｆW） 

ポトシ市上水道改

善プロジェクト 

10,000 有償 カリカリ配水区導水管改

修と新規導水管敷設、カリ

カリ浄水場建設、配水池間

接続、配水池改修。 
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2.1.1

( )

Mi ni st er i o de 
Rel aci ones Ext er i or es y Cul t o

Mi ni st r o de Pl ani f i caci ón del  Desar r ol l o
Vi cemi ni st er i o de 

I nver si ón Públ i ca y Fi nanci ami ent o Ext er no
VI PFE

Mi ni st er i o del  Agua
Admi ni st r aci ón Autónoma 

par a Obr as Sani t ar i as:  AAPOS
Super i nt endenci a 

de Saneami ent  Bási co SI SAB AAPOS

Mi ni st er i o de Desar r ol l o Rur al ,  
Agr opecuar i o y Medi o Ambi ent e

Di r ecci on Gener al  de Medi o 
Ambi ent e

( ) AAPOS

AAPOS
2000 4

SI SAB
2000 11

AAPOS

AAPOS
 2. 1

AAPOS  2. 2

 2. 1 

EN

SISAB
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